
授業科目(ナンバリング) 
スポーツ実習 C（ｷｬﾝﾌﾟ実習）

（AB105） 
担当教員 元嶋 菜美香・神野周太郎 

展開方法 実技 単位数 1単位 開講年次・時期 1年・集中 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

アクティブ 

ラーニング 

の 類 型 

 日頃の運動不足を解消し、個々の健康や体力の維持・増進をはかり、さらには、身体を動かすことによ

るストレスの解消（リフレッシュ）を目的とする。また、技能の向上をはかるとともに、協調性やリーダ

ーシップといった社会性を養う。スポーツ実習Ｃでは更に、生涯にわたってスポーツの楽しさを享受する

能力を高め、自己のライフステージや心身の状態に適したスポーツを生活に取り入れ、豊かなライフスタ

イルを形成できる能力を身につけることを目的とする。 

②④⑤⑫ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 

評価手段・ 

方法 

評価 

比率 

専門力    

情報収集、 
分析力 

   

コミュニケーシ

ョン力 
   

協働・課題解決

力 

授業に参加するだけでなく、規律を守り他者と協力し積極的に取り

組むことができる。 

授業で行う活動のルールを理解し、必要な技術を習得することができ

る。 

授業態度・ 
授業への参加度 
技術習得度・ 
授業外レポート 

40％ 

30％ 

多様性理解力 集団生活を通して、豊かな人間関係、社会性を築くことができる。 

自然への興味や関心を高めることができる。 

授業態度・ 
授業への参加度 

20％ 

10％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

授業態度・授業への参加度を通して積極性をみる（40%）と共に、活動やレポートをもとに授業で行う種目のルール

の理解度および必要な技術の習得度（30%）を評価基準とする。また、集団生活を通して豊かな人間関係や社会性を築

けたか（20%）自然への興味や関心を高められたか（10%）についても、授業態度・授業への参加度を通して評価基準

とする。 

 技術の習得度・ルールの理解については、実習中に口頭でフィードバックを行う。 

授 業 の 概 要 

8月に国立江田島青年の家（広島県）にて 4泊 5日でキャンプを行う。具体的には、シーカヤック、クライミング（ボ

ルダリング）、サイクリング、ディスクゴルフ、登山、クラフトワーク、野外炊飯、キャンプファイアー等のプログラ

ムを行う予定である。 

班ごとに飯盒炊飯やスタンツなどのグループワークを行う予定である。 

学生負担の諸経費の概算：\28,000（交通費、宿泊費、食費、保険料等を含む） 

この授業の標準的な 1コマあたりの授業外学修時間は、45分とする。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：使用しない。 

参考書：キャンプ指導者入門（日本キャンプ協会,2008：公益社団法人日本キャンプ協会） 

指定図書：みんなで楽しむキャンプファイアーの進め方（巡,2011：黎明書房） 

授業外における学修及び学生に期待すること 

授業への参加を最も重視するため、授業に興味を持ち、積極的に行動をしてほしい。授業で行った内容を一つでも

修得し、今後の生活に役立ててほしい。活動内容の詳細や実習費の支払い時期についてはオリエンテーション等で周

知するので、必ず参加すること。 

 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 
ガイダンス① 

（５月） 
授業の内容・展開方法、評価の方法等に関

する説明 
予習：シラバスに目を通しておく。 

2 
ガイダンス② 

（７月） 

3 
学外実習① 

（１日目午後） 
開講式・オリエンテーション 

復習：実習日程について確認してお

く。 

4 
学外実習② 

（１日目夜） 
野外炊飯① 

予習：飯盒の使い方、火のおこし方

について調べておく 

5 
学外実習③ 

（２日目午前） 
選択アクティビティ 

予習：選択した野外活動について調

べる。 

6 
学外実習④ 

（２日目午後） 
登山 復習： 登山のルートを確認する。 

7 
学外実習⑤ 

（３日目午前） 
カッター①（実技） 

復習：方―に用いる道具の名称等を

確認すると共に、パドリング等の必

要な基礎技術について、確認する。 

8 
学外実習⑥ 

（３日目午後） 
クラフト 

復習：時間内に作品が完成しなかっ

た学生は、空き時間を用いて作品を

完成させる。 

9 
学外実習⑦ 

（３日目夜） 
野外炊飯② 

予習：調理の方法、火のおこし方に

ついて調べておく。 

10 
学外実習⑧ 

（３日目夜） 
グループミーティング（講習） 復習：各班でスタンツの練習を行う 

11 
学外実習⑨ 

（４日目午前・午後） 
カッター②（ツーリング） 

予習：ツーリングのコースおよびパ

ドリング等のカッターに必要な基

礎技術について、確認する。 

12 
学外実習⑩ 

（４日目夜） 
キャンプファイアー 

予習：各班でスタンツの練習を行

う。 

13 
学外実習⑪ 

（５日目午前） 
野外炊飯③ 

予習：調理の方法、火のおこし方に

ついて調べておく。 

14 
学外実習⑫ 

（５日目午後） 
閉講式 

復習：実習を通して学んだ知識や修

得した技能を確認する。 

15 事後指導 実習の振り返り 
復習：実習を通して学んだ知識や修

得した技能を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 


